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令和４年１月２０日 

教 育 総 合 研 究 所 

 

第７０次福井県学力調査（ＳＡＳＡ２０２１）結果と活用について 

 

１ 調査について 

（１）調査目的 

県内の児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、学校における児童生徒への学習支援の

充実、学習状況の改善等に役立てる。 

（２）調査対象 

 

 参加学校数 参加児童・生徒数 

小学校第５学年 １８８校   ６,５６６人 

中学校第２学年  ７９校   ６,６１１人 

合 計 ２６７校  １３,１７７人 

※小学校１８８校について 

・ろう学校、福井特別支援学校、福井大学附属義務教育学校前期課程の３校を含む 

※中学校７９校について 

・高志中学校、盲学校、ろう学校、福井大学附属義務教育学校後期課程の５校を含む 

※識字障がい児童・生徒への対応について 

・小学校１４５名（福井特別支援学校２名を含む）、中学校３２名がルビ振り問題で調査に参加 

・小学校３名、中学校３名（盲学校２名を含む）が拡大文字問題で調査に参加 

（３）調査実施日 

 令和３年１２月８日（水）小学校（国語、算数） 中学校（国語、英語、数学） 

９日（木）小学校（社会、理科） 中学校（社会、理科） 

※各学校において、この２日間内に校時を決定して実施。 

（４）調査内容  

①基礎力問題 

学習した知識や技能が確実に習得されているかを問う問題 

②活用力問題 

学習した基礎的な知識や技能を活用する力を問う問題 

日常生活など様々な場面で適用して解決する力を問う問題 

※従来、本調査と同時に実施していた生活や学習、学級に関するアンケート調査は、

紙媒体での調査からタブレット端末等を使用した調査に移行し、別日程で実施。

（今年度は、令和３年１１月１５日（月）から２６日（金）に実施） 

 

２ 結果について ○良好 △課題 

（１）○指示する語句が指し示す内容の大体の把握（小学校国語） 

過去の調査において、指示する語句が指し示す内容を記述することに課題が見られたが、

文のつながりや関係性を捉え、内容の大体を理解することができていた。 

（２）○飲料水を供給する仕組み（小学校社会） 

飲料水の供給について、浄水場での浄水処理や給水の仕組みを、取水から家庭や学校に届

くまでの経路とともに捉えることができていた。 

（３）△基準量と比較量との関係（小学校算数） 

過去の全国学力・学習状況調査と同様に、基準量を決め、比較量がどれだけに当たるのか

を求めることに課題が見られた。 
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（４）△植物の発芽条件の理解（小学校理科） 

既習事項を基に、「いちほまれ」の発芽条件を捉えることに課題が見られた。質問調査で

は、見通しをもって観察や実験を行っていると回答した児童ほど、正答率が高い傾向にある。 
（５）○主語と述語の関係の理解（中学校国語） 

過去の調査において、述語に対する主語を捉えることに課題が見られたが、主語が示され

ない文において、主語と述語の関係を捉え、文章の内容を解釈することができていた。 

（６）△時差や北半球と南半球の違いの理解（中学校社会） 

会話文から地球上の位置関係を指摘する問題で、時差が生じる基本的な知識や考え方、北

半球と南半球の季節の違いの理解に課題が見られた。 

（７）△問題を解決するための方法の説明（中学校数学） 

今年の全国学力・学習状況調査と同様に、問題解決の方法をグラフや式を用いて数学的に

説明することに課題が見られた。 

（８）△光の反射の規則性の活用（中学校理科） 

過去の全国学力・学習状況調査と同様に、光の反射の規則性を基に、鏡に映った物体の位

置を捉えることに課題が見られた。 

（９）△技能統合型の言語活動（中学校英語） 

日常的な話題について書かれた文章を読む問題で、概要や要点を捉えたり、必要な情報を

読み取ったりすることに課題が見られた。 

（10）質問調査との相関について 

小学校、中学校ともに、学習に粘り強く取り組み、やり抜く力を問う質問に肯定的な回答

をしている児童生徒ほど、各教科の平均正答率が高い傾向が見られた。特に算数、数学では

その傾向が他の教科と比べてやや強く見られた。 

また、小学校においては、最近１か月ほどの読書量を問う質問に肯定的な回答をしている

児童ほど、各教科の平均正答率が高い傾向が見られた。特に国語、社会ではその傾向が他の

教科と比べてやや強く見られた。 

 

３ 結果の活用について 

（１）全ての小中学校を対象にした研修動画の配信 

課題解決に向けた授業改善案に関する研修動画を作成し、２月７日（月）に教育総合研究

所のホームページに掲載する。同日、校長および研究主任等に研修動画についてオンライン

で説明し、今後の校内研修等で活用するように依頼する。 

（２）調査結果、分析速報、報告書の提供 

１月１１日（火）に調査結果を学校に提供した。また、１月２０日（木）には分析速報を

提供し、各学校が迅速な結果分析を実施できるようにする。さらに、２月下旬に、より具体

的な授業改善案等を記載した報告書を提供する。 

（３）調査のポイントの活用 

学校へ出題の意図や学習支援の留意点を明記した「調査のポイント」を配付し、調査問題

の授業での活用を促進する。 

（４）自己評価の実施 

児童生徒に解き方のポイントを記載した自己評価表を配付する。調査終了後、自己評価表

を利用した自己採点をすることで、児童生徒による調査の振り返りを実現する。 

（５）研修の実施 

１月下旬より、学校や市町教育委員会の要請に応じた授業改善のための研修を実施する。 

（６）記述式問題の分析 

 児童生徒の解答用紙を研究所で保管することで記述内容を詳細に分析し、今後の授業改善

方策について研修等を通して学校に提案する。 
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(1)小学校国語 
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(4)小学校理科 
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(5)中学校国語 
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(7)中学校数学 
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(8)中学校理科  
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小学校 

【分析②】学習に粘り強く取り組み、やり抜く力を問う質問に肯定的な回答をした児童

ほど、４教科の平均正答率は高い傾向にある。算数では平均正答率との相関

がやや強い。 

質問 37 すぐに解けない問題でも、ねばり強く解こうとしていますか。 

選択肢の割合（％）               選択肢ごとの平均正答率（４教科）（％）  

 

 

 

 

 

 

 

選択肢ごとの平均正答率（国語）（％）       選択肢ごとの平均正答率（社会）（％） 

 

  

 

 

 

 

選択肢ごとの平均正答率（算数）（％）       選択肢ごとの平均正答率（理科）（％） 

 

 

 

 

 

 

質 質問 38 分からなかった問題を納得するまで調べたり、人に聞いたりして、分かろうとして

い      いますか。 

選択肢の割合（％）               選択肢ごとの平均正答率（４教科）（％） 
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(10)ＳＡＳＡと質問調査との相関 
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【分析④】最近１か月ほどの読書量（電子書籍・マンガ・雑誌を除く）を問う質問で、

読書量が多い児童ほど、４教科の平均正答率は高い傾向にある。特に国語と

社会では平均正答率との相関がやや強い。 

質問 29 最近１か月ほどの期間で、何冊くらい本を読みましたか。（電子書籍、マンガ、雑誌 

をのぞく） 

選択肢の割合（％）                選択肢ごとの平均正答率（４教科）（％） 

 

 

 

 

選択肢ごとの平均正答率（国語）（％）       選択肢ごとの平均正答率（社会）（％） 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢ごとの平均正答率（算数）（％）       選択肢ごとの平均正答率（理科）（％） 
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中学校 

【分析②】学習に粘り強く取り組み、やり抜く力を問う質問に肯定的な回答をした生徒

ほど、５教科の平均正答率は高い傾向にある。数学では平均正答率との相関

がやや強い。 

質問 38 すぐに解けない問題でも、ねばり強く解こうとしていますか。 

選択肢の割合（％）                選択肢ごとの平均正答率（５教科）（％）  

 

 

 

 

 

 

 

選択肢の平均正答率(国語)（％）            選択肢の平均正答率(社会)（％） 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢の平均正答率(数学)（％）            選択肢の平均正答率(理科)（％） 

 

 

 

 

 

 

選択肢の平均正答率(英語)（％）            
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質問 39 分からなかった問題を納得するまで調べたり、人に聞いたりして、分かろうとして

いますか。 

選択肢の割合（％）                選択肢ごとの平均正答率（５教科）（％）  
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